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論文内容の要旨

本論文は， 1 TS C1ntelligent Tutoring System) における学生モデルの生成に関する研究の

成果をまとめたものであり 次の 5 章をもって構成されている。

第 1 章では，本研究の目的および意義について述べ，本研究lとより得られた諸成果を概説した。特 R: ，

学生モデル生成の研究において，モデ‘ル生成機構，およびモデル表現の二点が重要であることを指摘した。

第 2 章では，筆者が開発した 1PPS-1 と呼ぶシステムについて述べた。 1PPS-1 の目的は，学

生の誤りを再現するばかりでなく，誤りの原因も含めて学生モデルを生成することにある。乙の目的を達

成するために，筆者は，誤った一般化および.誤った類推を対象にして.これらの誤りがどのようにして起

乙るのかを解析する具体的な手法を提案した。この手法は， 1PPS-1 の中で計算機上の機構として実

現されており，その結果，学生の誤った一般化および誤った類推の原因を促えることが可能になった。

第 3 章では， 1PPS-1 を拡張して開発した 1PPS- lI について述べた。 1PPS- lIは. 1 P P 

S-1 で扱った誤りのうち，誤った類推を対象lとして，説明機能への利用を指向した診断情報を抽出する

システムである。 1PPS- lIでは， ドメイン原理と呼ばれる詳細度の高い知識を扱うことにより，学生

の誤りを原理に戻って教えるという方法で再教育するための有益な診断情報が抽出可能になった。

第 4章では，学生モデ、ルの表現、法lζ着目し，適切なレベルでモデルを表現する方法を提案した。この中

では，樹受知識が必要とする情報を明確にし，乙のような情報をモデ、ル表現に反映させることを試みた。

具体的には，謝受知識を複数のクラスに分割し，それぞれのクラスごとに最も適切な形式でモデ‘ルを表現

する，という方法論を用いた。その結果，領域の構造，ターゲットの内容，問題解決のモデル，という三

つのモデル表現が得られた。
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第 5 章では，以上を総括し，本研究による結果をまとめ，残された問題について検討した。

論文の審査結果の要旨

1 TS Clntelligent Tutoring System) の研究目的は，教師の持つ知識を計算機上で、表現可能

な形式に整理し，高度な個別教育を実現することにある。このような目的を達成するための最も重要な構

成要素が学生モデルであり，その表現法および生成法を確立することが重要な研究課題となっている。本

論文は，学生モデ、ルの生成に関連した IPPS ーし IPPS-[[ , IPPS-TUTOR と名付けるシ

ステムの開発，研究について述べたものであり，学生モデルを教授法との明快な関連付けに基づいて開発

することの重要性を指摘している。さらに，これをシステムの実現により実証している。それぞれのシス

テムの特徴は，以下のようにまとめることができる。

(1) 1 P P S - 1 では，学生モデルと教授法の関連をある程度無視して，学生モデルの生成機構を実現し

ている。しかしながら， IPPS-IIとより得られる学生の誤りに関する情報には， r学生がどのよう

にして誤りを犯したのかJ を示す情報が含まれており.従来の方法よりも豊富な情報を抽出することが

可能になっている。

(2) 1 P P S 一日では， r原理に戻って教える J とし可う方法の有効性に着目し.乙のような初受法を実現

するために必要な情報を抽出するためのモデ、ル生成機構を実現している。 IPPS-[[ は， ドメイン原

理と呼ばれる詳細な知識を扱う乙とにより，表層レベルと深層レベルというこつのレベルで学生の誤り

を捉える乙とか可能になっているD その結果，深層レベルでの誤りに関する情報は. r原理に戻って教

える J ために，特に有効であることカ準認されている。

(3) 1 P P S -TUTORでは，教授知識が必要とする様々な情報を想定し，このような情報を記述する

ためのモデル表現を提供している。乙こでのモデル表現を用いれば，教授知識が扱い易い形式で領域知

識を整理することが可能となるo このような特徴は.IPPS-TUTORが，教授法とモデル表現の

関連について十分議論した上で開発されたことに基づいている。

以上のように本論文は，学生モデル生成の目的が教育行動の決定に役立つ情報を提供することにあると

いう基本的立場から，学生モデル生成のための理論的な枠組みについて述べ，さらにシステムの実現を通

してこれらの枠組みの有効性を実証している。その結果は， 1 T S の研究ばかりでなく，人工知能の研究

にも寄与すると乙ろが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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